
特級 １級 ２級 ３級

重量衝撃源 L-45 L-50 L-55L-60,L-65＊

軽量衝撃源 L-40 L-45 L-55 L-60

重量衝撃源 L-45 L-50 L-55 L-60

軽量衝撃源 L-40 L-45 L-50 L-55

重量衝撃源

軽量衝撃源

＊木造、軽量鉄骨造またはこれに類する構造の集合住宅に適用する。
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集合住宅

ホテル

学校

居室

客室

衝撃源

床衝撃音レベルに関する適用等級

L-50 L-55 L-60 L-65

建築物 室用途 部位
適用等級

隣戸間界床

普通教室

客室間界床

教室間界床

 

 

特級 １級 ２級 ３級

隣戸間界壁

隣戸間界床

隣戸間界壁

隣戸間界床

業務上プライバシー 室間仕切壁

を要求される室 テナント間界壁

学校 普通教室 室間仕切壁 D-45 D-40 D-35 D-30

病院 病室（個室） 室間仕切壁 D-50 D-45 D-40 D-35
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D-50 D-45 D-40

室間平均音圧レベル差に関する適用等級

D-55

建築物 室用途 部位
適用等級

集合住宅

D-50 D-45 D-40 D-35

D-55 D-50 D-45 D-40ホテル

事務所

居室

客室

 

 

適用等級 遮音性能の水準 性能水準の説明

特　級 遮音性能上とくにすぐれている  特別に高い性能が要求された場合の性能水準

１　級 遮音性能上すぐれている  建築学会が推奨する好ましい性能水準

２　級 遮音性能上標準的である  一般的な性能水準

３　級 遮音性能上やや劣る  やむを得ない場合に許容される性能水準

日本建築学会「建築物の遮音性能基準」（「建築物の遮音性能基準と設計指針」日本建築学会編 1999）

適用等級の意味

 
 
 
 
 



遮音等級 Ｄ-65 Ｄ-60 Ｄ-55 Ｄ-50 Ｄ-45 Ｄ-40 Ｄ-35 Ｄ-30 Ｄ-25 Ｄ-20 Ｄ-15 備　考

ピアノ，ス
テレオなど
の大きい音

・通常では
聞こえない

・ほとんど
聞こえない

・かすかに
聞こえる

・小さく聞
こえる

・かなり聞
こえる

・曲がはっ
きりわかる

・よく聞こ
える

・大変よく
聞こえる

・うるさい ・かなりう
るさい

・大変うる
さい

音源から1ｍ
で90dBA前後
を想定

テレビ，ラ
ジオ，会話
などの一般
の発生音

・聞こえな
い

・聞こえな
い

・通常では
聞こえない

・ほとんど
聞こえない

・かすかに
聞こえる

・小さく聞
こえる

・かなり聞
こえる

・話の内容
がわかる

・はっきり
内容がわか
る

・よく聞こ
える

・つつぬけ
状態

音源から1ｍ
で75dBA前後
を想定

生活実感，
プライバ
シーの確保

・ピアノや
ステレオを
楽しめる
＊機器類の
防振は不可
欠

・カラオケ
パーティー
などを行っ
ても問題な
い
＊機器類の
防振が必要

・隣戸の気
配を感じな
い

・日常生活
で気兼ねな
く生活でき
る
・隣戸をほ
とんど意識
しない

・隣戸住宅
の有無がわ
かるがあま
り気になら
ない

・隣戸の生
活がある程
度わかる

・隣戸の生
活行為がか
なりわかる

・隣戸の生
活行為がよ
くわかる

・隣戸の生
活行為が大
変よくわか
る

・行動がす
べてわかる

・遮音され
ているとい
う状態では
ない
・小さな物
音までわか
る

・生活行
為、気配で
の例

遮音等級 Ｌ-30 Ｌ-35 Ｌ-40 Ｌ-45 Ｌ-50 Ｌ-55 Ｌ-60 Ｌ-65 Ｌ-70 Ｌ-75 Ｌ-80 備　考

人の走り回
り，飛び跳
ねなど

・通常では
まず聞こえ
ない

・ほとんど
聞こえない

・かすかに
聞こえる
が，遠くか
ら聞こえる
感じ

・聞こえる
が，意識す
ることはあ
まりない

・小さく聞
こえる

・聞こえる ・よく聞こ
える

・発生音が
かなり気に
なる

・うるさい ・かなりう
るさい

・うるさく
て我慢でき
ない

低音域の
音，重量・
柔衝撃源

椅子の移動
音，物の落
下音など

・聞こえな
い

・通常では
まず聞こえ
ない

・ほとんど
聞こえない

・小さく聞
こえる

・聞こえる ・発生音が
気になる

・発生音が
かなり気に
なる

・うるさい ・かなりう
るさい

・大変うる
さい

・うるさく
て我慢でき
ない

高音域の
音，軽量・
硬衝撃源

生活実感，
プライバ
シーの確保

・上階の気
配を全く感
じない

・上階の気
配を感じる
ことがある

・上階で物
音がかすか
にする程度
・気配は感
じるが気に
はならない

・上階の生
活が多少意
識される状
態
・スプーン
を落とすと
かすかに聞
こえる
・大きな動
きはわかる

・上階の生
活状況が意
識される
・椅子を引
きずる音は
聞こえる
・歩行など
がわかる

・上階の生
活行為があ
る程度わか
る
・椅子を引
きずる音は
うるさく感
じる
・スリッパ
歩行音が聞
こえる

・上階住戸
の生活行為
がわかる
・スリッパ
歩行音がよ
く聞こえる

・上階住戸
の生活行為
がよくわか
る

・たいてい
の落下音は
はっきり聞
こえる
・素足でも
聞こえる

・生活行為
が大変よく
わかる
・人の位置
がわかる
・すべての
落下音が気
になる
・大変うる
さい

・同左 生活行為，
気配での例

特に，避音等級がＤ-65～Ｄ-50，Ｌ-30～Ｌ-45の高性能の範囲では，暗騒音の影響が大きく，2ランク程度左に寄る場合もある．

 出典：（日本建築学会「建築物の遮音性能基準」（「建築物の遮音性能基準と設計指針」日本建築学会編 1999）

空
気
音

表示尺度と住宅における生活実感との対応の例

床
衝
撃
音

（注）本表は室内の暗騒音を30dBA程度と想定してまとめたものである。暗騒音が20～25dBAの場合には，1ランク左に寄ると考えたほうがよい。



 

１級 ２級 ３級 １級 ２級 ３級

集合住宅 居室 35 40 45 N-35 N-40 N-45

ホテル 客室 35 40 45 N-35 N-40 N-45

オープン事務室 40 45 50 N-40 N-45 N-50

会議・応接室 35 40 45 N-35 N-40 N-45

学校 普通教室 35 40 45 N-35 N-40 N-45

病院 病室（個室） 35 40 45 N-35 N-40 N-45

25 30 － N-25 N-30 －

30 35 － N-30 N-35 －

20 25 － N-20 N-25 －

日本建築学会「建築物の遮音性能基準」（「建築物の遮音性能基準と設計指針」日本建築学会編 1999）

室内騒音に関する適用等級

騒音レベル(dB(A)) 騒音等級

コンサートホール・オペラハウス

事務所

建築物 室用途

劇場・多目的ホール

録音スタジオ

 
 
 
 

適用等級 遮音性能の水準 性能水準の説明

特　級 遮音性能上とくにすぐれている  特別に高い性能が要求された場合の性能水準

１　級 遮音性能上すぐれている  建築学会が推奨する好ましい性能水準

２　級 遮音性能上標準的である  一般的な性能水準

３　級 遮音性能上やや劣る  やむを得ない場合に許容される性能水準

日本建築学会「建築物の遮音性能基準」（「建築物の遮音性能基準と設計指針」日本建築学会編 1997）

適用等級の意味

 
 
 



25dBA30dBA35dBA40dBA45dBA50dBA55dBA60dBA65dBA70dBA75dBA

Ｎ-25 Ｎ-30 Ｎ-35 Ｎ-40 Ｎ-45 Ｎ-50 Ｎ-55 Ｎ-60 Ｎ-65 Ｎ-70 Ｎ-75 備　考

道路騒
音など
の不規
則変動
音

・通常で
は聞こえ
ない

・ほとん
ど聞こえ
ない

・非常に
小さく聞
こえる

・小さく
聞こえる

・聞こえ
るがほと
んど気に
ならない

・多少大
きく聞こ
える

・大きく
聞こえ少
しうるさ
い

・かなり
大きく聞
こえやや
うるさい

非常に大
きく聞こ
えうるさ
い

・かなり
うるさい

・非常に
うるさい

道路騒音
など

工場騒
音など
の定常
的な音

・ほとん
ど聞こえ
ない

・非常に
小さく聞
こえる

・小さく
聞こえる

・聞こえ
る

・多少大
きく開こ
える

・大きく
聞こえ少
しうるさ
い

・かなり
大きく聞
こえやや
うるさい

・非常に
大きく聞
こえうる
さい

・かなり
うるさい

・非常に
うるさい

・うるさ
くて我慢
できない

工場騒音
など

自室内
の機器
騒音

・ほとん
ど聞こえ
ない

・非常に
小さく間
こえる

・小さく
聞こえる

・聞こえ
る
・会話に
は支障な
し

・多少大
きく聞こ
える
・通常の
会話は十
分に可能

・大きく
聞こえる
・通常の
会話が可
能

・かなり
大きく聞
こえる
・多少注
意すれば
通常の会
話が可能

・非常に
大きく聞
こえうる
さい
・声を大
きくすれ
ば会話が
できる

・かなり
うるさい
・かなり
大きな声
を出さな
いと会話
ができな
い

・非常に
うるさい

・うるさ
くて我慢
できない

空調騒
音，給排
水音など

共用設
備から
の騒音

・非常に
小さく聞
こえる

・小さく
聞こえる

・聞こえ
る

・多少大
きく聞こ
える

・大きく
聞こえる

・かなり
大きく聞
こえる

・非常に
大きく聞
こえうる
さい

・非常に
大きく聞
こえうる
さい

・非常に
うるさい

・非常に
うるさく
て我慢で
きない

・うるさ
くて我慢
できない

エレベー
タ、ポン
プなど

 出典：（日本建築学会「建築物の遮音性能基準」（「建築物の遮音性能基準と設計指針」日本建築学会編 1999）

内
部
騒
音

表示尺度と住宅における生活実感との対応の例

外
部
騒
音

騒音レベル

騒音等級




